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ガバナーメッセージ 

 

                                      国際ロータリー第 2560地区 

                                        ガバナー 山﨑 堅輔 (中条 RC) 

 

 

薫風の候、会長幹事の皆様に於かれましては、益々ご清祥のことと存じます。 

各クラブ、地区、RI に於きましても、次年度への準備が着々と進んでおり、4月 12日

には佐々木年度の地区研修・協議会も滞り無く、見事に終了されました。 

一方、私共の年度は、いよいよ最後の仕上げの段階に入りました。 

ところで、現在は RI の公式プログラムから外されて居ますが、恒例となっているガバ

ナー補佐主催の I Mに出席して、その素晴らしさと熱気に圧倒されたものでした。 

この IMは、RIの公式の行事で無いからこそ、自由に、規制に縛られることなく、夫々の

やり方で開催出来ることも大きなメリットであると思われます。 

また、それ程に内容が充実しており、参加されたロータリアンの皆様も楽しくリラックス

して、ロータリーの見識を広め、親睦を深められたことでしょう。 

I Mは近隣のロータリークラブが夫々の活動状況、考え方を述べ合い、単独のクラブで

は気付かないことに気付く、という目的を見事に達成されていました。 

一年前に会長エレクト、幹事エレクトであった皆様方にとりましては、夫々に課された

課題の重さに、緊張と不安で、心理的なストレスは可成りのものが有ったのではないかと

推測致します。かく言う私も同様でした。 

任期も漸く終わりに近づいて来て、初めて気持ちの上にも余裕が出てきて、ご自分本来

のキャラクターを存分に発揮されていることと拝察致します。 

任期満了まであと僅かではありますが、そのペースでご健闘頂きたく、どうぞ宜しく 

お願い申し上げます。 
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                       国際ロータリー第 2560 地区 

                              青少年奉仕委員会 ﾛｰﾀｰｱｸﾄ委員長 

                                                       原 信博（長岡東 RC） 

 

 ３月８日土曜日 三条市Ｇｅｏ Ｗｏｒｌｄ ＶＩＰにて、ローターアクト第４４回 

地区大会が開催されました。第２５６０地区ローターアクトの分区制のくくりを廃した 

初めての地区大会となりました。 

 三条市長、國定勇人様 ガバナーエレクト 佐々木昌敏様を来賓としてお迎えし、如澤

清嵩 代表 武藤 雅俊 地区大会実行委員長を中心に、大会テーマを「進」と掲げ、未来

に向かったチャレンジを止めることなく前進をしていこうという意志のこもった大会  

となりました。2560 地区以外の大勢のアクトの仲間も集い、総勢１１０名が参加する    

盛大かつ充実したプログラムの基、終了することができました。 

 今年度のローターアクトの地区ターゲットは「つながり」を掲げています。ローター   

アクト間のつながりを深める狙いがありますが、ロータリアンとローターアクトのつなが

りを深めることやアクトの活動の継続と未来へのつながりをつけるべく、ロータリークラ

ブからの更なるご指導、ご協力をお願いいたします。 

 大会開催にあたり、三条ロータリークラブの皆様、ご参加いただきましたロータリアン

の皆様に心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

ローターアクト 第 44回 地区大会 報告 
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                                                            国際ロータリー第 2560地区 

                                                            青少年奉仕委員会 副委員長 

                                                            髙坂 光一 (高田 RC) 

 

私たちが若い彼らにできることは「成長のきっかけ」を提供することだと考えます。 

今回の事業も国際交流を通じ、異文化を知り、良い仲間作りを行い、彼らの成長の一助となる

ことにあると思います。 

当初、いささか緊張気味だった彼らも台湾到着後、見学・食事を重ねることで台湾文化に徐々

に慣れ、受入校の清傳高級商業學校に着くころには余裕の表情が見られ、今回のメイン事業で   

あるホームステイに臨む際も、少し不安な表情を浮かべる生徒もいましたが多くの生徒は「さぁ、

何が始まるか？」と期待の表情を浮かべている姿を目にしたとき「若さには国境も言葉の壁もな

い」と素直に感じました。この感覚は翌日ホームステイ先から旧知の仲のような状態で戻って   

きた彼らに会ったとき、さらに強まりました。 

今回の事業に参加した彼らにとって、すぐこの出会いが価値有るものになるかはわかりません

が、これからも日々ある出会いが、素晴らしく自分の糧になるということを数年・数十年後に    

彼らが感じ、その一つにこの出会いを思い出してもらえたらと祈念します。 

追伸）AKB 乱入、失礼しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターアクト海外研修に参加して 
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                               国際ロータリー第 2560 地区 

                             青少年交換委員会 委員長 

                                                倉茂 章 (頸北 RC) 

 

3 月 23 日（日）まちなかキャンパス長岡で第 2 回青少年交換オリエンテーションが 

開催されました。当日は、佐々木昌敏ガバナーエレクト、山本和則ガバナーノミニーの 

ご来賓に加え関係者総勢 25 名のご参加をいただきました。 

1 年派遣候補学生は第 1 回目のオリエンテーションで「ロータリー交換学生としての  

心構え」を学び、今回は、「危険から自分を守る」をテーマに危険予知のトレーニングを

行い、リスク回避の方法を学びました。 

学生の派遣先アメリカは、日本とは違い銃が日常にある国です。安全な日本とは考え

方を変えること、また、虐待やセクハラの被害に合わないように、実際に起きた事例研究

を通して、具体的な対処法について学びました。 

当委員会としては過去に起きた悲しい事例を公開することは大変に勇気のいることで

す。しかし、ロータリーは組織の隠ぺい体質を打破し、学生の安全を第一に考える姿勢

を内外に発信します。 

当地区では、ロータリー関係者以外の第 3 者有識者を委員に含む青少年リスクマネ

ージメント室を立ち上げ、危機管理体制を整えております。100％完璧なものなどこの世

の中に存在はしません。ただ、100％に近づけようと努力する至誠（しせい）が大切なのだ

と思います。 

難しい分野であるリスクマネージメントですが、青少年交換を通じて我々ロータリアンも

学びの中で成長出来ればと考えております。 

 

 

      

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

        

                                                           

第 2 回青少年交換オリエンテーションを終えて  
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                                      国際ロータリー第 2560地区 

                                      米山記念奨学委員会 奨学生選考委員長 

                                      田中 雅史 (新潟南 RC) 

 

去る 4 月 5 日万代シルバーホテルにて、山﨑 堅輔ガバナー、佐々木 昌敏ガバナーエレ

クトにご列席いただき、この 4 月から新たに米山カウンセラーとなった方々の研修会を 

開催させていただきました。 

ロータリーの年度は 7 月から始まりますが、大学に合わせた米山記念奨学制度では  

4 月から新奨学生を迎えます。今回新たにわが地区の奨学生になったのは 19 名。昨年    

から継続の 2 名を加えて 21 名の留学生が米山記念奨学生として新生活を始めます。 

彼らをサポートする新しいカウンセラー19 名は、大半が初体験ということでやや緊張

気味にスタートした研修会でした。しかし、ガバナーやガバナーエレクト、そして先輩  

カウンセラーや奨学生のスピーチが進むにつれ、やりがいのある役割ということを一同 

感じて下さったようです。 

新しい奨学生が世話クラブの例会に初めて出席するのは 5 月から。皆様にはぜひ温かく

迎えていただきますようお願い致します。 

 

                          

            

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

米山カウンセラー研修会を開催させていただきました  
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育て“ぶな”育て“えのき” 

                              栃尾ロータリークラブ 

                            会長 大野 源 

かつて栃尾は、「ぶな」と「トチ」におおわれていた。江戸時代、長岡藩の薪炭供給基地であった

ため、切り尽くされた。そのため大正１５年の栃尾郷大水害の引き金となった。 

「もう一度、身近にぶなのある環境を」のめだかの学校の呼びかけに答え、栃尾ロータリークラ

ブも縄文の杜づくりの皆さんとともに２９０号線脇の平区城林に実生から育てた苗木を植え、４年

が経過した。すくすく育っている。 

もう一方、水害による地滑り箇所である平区滝の沢に地滑り防止を兼ね、えのきを植えた。   

もうひとつのわけは、オオムラサキとゴマダラチョウを呼ぶためだ。この植樹もめだかの学校の  

呼びかけに答えてのものだ。８年が経過した。1 キロ先の畑に植えたえのきには、ゴマダラチョウ

が 2年目に、オオムラサキが 6年目に飛来した。滝の沢のえのきにもそろそろやって来る頃だ。 
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中条胎内ロータリークラブ 

 2013年 12月 14日、胎内市の中条グランドホテルは 

笑いの渦に包まれました。 

 中条胎内ロータリークラブ創立 20周年記念行事として、 

東日本大震災の避難者を招いて仮装ｸﾘｽﾏｽﾊﾟｰﾃｨｰを 

開催致しました。 

 福島県から胎内市に避難している人たちに呼びかけ、 

総勢 100余名が参加しました。 

各自、工夫をこらした全員仮装での参加となりました。  

                              最初に会長の挨拶で始まり、避難されている 

                            方々の交流センターシャクナゲに「コタツとミシン 

                            2台」を寄贈致しました。サンタクロースが避難  

                            している子どもたちへメッセージとプレゼントを  

                            手渡し、福島県のゆるキャラ「キビタン」と胎内市の 

                            ゆるキャラ「やらにゃん」が登場すると、会場の子供 

                            たちから歓声が上がりました。  

                               仮装大会では、子供から大人まで様々な仮装

をした出演者が、カラオケを歌ったり、 コントを披露したりしました。ＮＨＫの朝の連続ドラマ「あま

ちゃん」の海女や、AKB４８、水木しげる氏のマンガ“ゲゲゲの鬼太郎”の妖怪達も登場しました。 

 福島県南相馬市から胎内市に避難している 

泉田 稜太（いずみだ りょうた）くん（１４）は、     

福島県を代表して「本当に楽しかったです。 

中学三年なので受験は大変だけどがんばります。 

ありがとうございました。」と挨拶すると、新潟県を 

代表して高橋 楓（たかはし かえで）さん（１５）は、 

「最初は緊張したけど、自分も参加しているうちに 

楽しくって笑いが止まらなかったです。中条胎内 

ロータリーの皆さん、福島の皆さんありがとうございました。」と挨拶した。 

 最後には「きよしこの夜」の合唱が行われました。 

 以上の様子は、12月 17日の新潟日報朝刊にも紹介され、1月の市報にも掲載されました。 

中条胎内ロータリークラブ創立 20周年記念  

            交流クリスマスパーティー開催  
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早朝清掃で緑のまちづくりの推進 

五泉ロータリークラブ 

 

 高度成長期から、急激な都市化にともない環境の悪化が全国的に問題になっています。 

このようなことから、地域における緑豊かな生活環境を確保するために、公園などの公的な緑地

をはじめ、民有地の緑化を進めるとともに地域の皆さんや関係諸団体の積極的な参加と協力に

よる総合的な都市の緑化の必要が強く望まれています。 

 私たち五泉ロータリークラブでは、昭和五十二年より、五泉市の緑豊かなまちづくりを推進する

ための一助として、毎年四月から十月までの期間、第一週目の日曜日の朝六時より五泉南公園

の早朝清掃を行っております。 

 その活動において、公園の緑がまちの景観に潤いを与え、憩いとやすらぎの空間を形成する 

ことは申すまでもありません。季節の移ろいを目の当たりにする、萌出る春の新緑、夏の深緑、 

秋の紅葉、冬は雪国ならではの佇まい、また鳥のさえずり、虫の音など、木々に宿る小さな生命

の息吹は、私どもの心の健康に大きなプラスになります。 

 この南公園の清掃事業を通じて、私たちロータリアンが社会奉仕の一環として、真の豊かさを

考える時、自然環境とその恵みを切り離して考えることはできません。 

 これからも、物理的にも精神的にも、私達の暮らしにさまざまな恩恵をもたらしてくれる公園を 

大切に育て、見守っていきたいと思います。それこそが精神の基本ではないでしょうか。 
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  「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の 

  資料室です。ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2万3千点を収集・整備し皆様の 

  ご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、 

  絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用 

  いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので 

 ご活用願います。 以下資料のご紹介を致します。 

 

 

ロータリー情報 
 
 ◎「ロータリー活動で感じたこと」 田中作次 2014 5p     （D.2550月信） 
      
 ◎「日本ロータリーの精神伝統 その1･2」深川純一 伊丹R. C.2010 2p（純ちゃんのコーナーPartⅨ）   
    
 ◎「ロータリーの伝統 その1～3」 深川純一 伊丹R. C. 2013 3p（純ちゃんのコーナーPartⅩⅡ） 
  
 ◎「少会員クラブの運営に思うこと」 安孫子貞夫 2014 1p（D.2800月信） 
 
 ◎「ロータリアンその使命と魅力」 大迫三郎 2013 3p （D.2730月信） 
 
 ◎「ロータリーの原点とは？」 本田博己 2013 3p（D.2840月信）   
         
 ◎「ロータリー理解推進月間によせて“温故知新”奉仕の理想など」諏訪昭登 2014 1p（D.2710月信） 
 
 ◎「ロータリー・ファミリーの素晴らしさ」 飯村愼一 2013 1p（D.2550月信） 
 
 ◎「あの素晴らしいMR.ハリスと世界を変えたそのクラブ」  R. Ｉ. ；肥爪彰夫訳 2012 〔15p〕 
    
 ◎「驚くべきポリオの話！（ロータリーの冒険）」  R.Ｉ.；肥爪彰夫訳2013 〔15p〕  
                        

 
 

［上記申込先：ロータリー文庫] 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

              〒105－0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 階 
             TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506 
             http://www.rotary-bunko.gr.jp            
             開館＝午前 10 時～午後 5 時 休館＝土・日・祝祭日 

 

ロータリー文庫  

文 庫 通 信（320号） 
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第2560地区　2013-14年度　3月末　会員数および出席報告

7月1日

現在

3月末

会員数
うち女性 増減

7月1日

現在

3月末

会員数
うち女性 増減

第1分区(9クラブ) 87.72 345 348 37 3 第5分区(７クラブ) 84.25 300 299 30 -1

新発田 5 96.88 85 85 0 0 長岡 3 89.52 37 39 2 2

村上 4 85.94 32 33 7 1 柏崎 4 80.98 47 46 0 -1

水原 4 80.89 26 26 1 0 長岡東 4 86.30 63 62 7 -1

中条 4 88.97 31 34 3 3 柏崎東 5 91.11 44 45 5 1

新発田城南 3 82.91 42 39 6 -3 栃尾 4 74.42 25 22 0 -3

豊栄 4 82.40 26 27 4 1 長岡西 4 81.40 44 46 5 2

新発田中央 4 86.93 50 50 5 0 柏崎中央 4 86.02 40 39 11 -1

中条胎内 3 90.81 29 29 5 0 第6分区(6クラブ） 83.46 148 152 6 4

村上岩船 4 93.75 24 25 6 1 十日町 4 91.65 32 33 0 1

第2分区(9クラブ) 82.73 405 430 16 25 小千谷 4 88.98 38 39 3 1

新潟 4 85.09 83 90 0 7 雪国魚沼 4 77.80 21 21 1 0

新潟東 3 88.53 53 56 5 3 十日町北 4 91.30 22 23 1 1

新潟南 4 88.33 85 93 0 8 津南 4 73.95 24 24 1 0

佐渡 4 75.00 12 12 0 0 越後魚沼 4 77.07 11 12 0 1

新潟西 4 76.40 32 33 0 1 第7分区(9クラブ) 78.67 302 304 26 2

佐渡南 4 96.11 42 44 5 2 高田 3 95.42 58 57 0 -1

新潟北 5 68.80 36 41 0 5 直江津 4 70.90 37 43 2 6

新潟中央 3 94.20 23 23 0 0 新井 4 79.03 29 30 3 1

新潟万代 5 72.11 39 38 6 -1 糸魚川 3 75.06 36 36 2 0

第3分区(6クラブ) 70.73 138 135 8 -3 妙高高原 0 4 0 0 -4

新津 4 70.84 25 24 1 -1 高田東 5 86.50 38 40 3 2

村松 4 83.00 9 9 0 0 糸魚川中央 3 75.00 33 33 0 0

五泉 4 75.68 21 20 3 -1 頸北 4 78.60 15 15 1 0

白根 4 70.90 43 43 2 0 越後春日山 4 68.88 52 50 15 -2

新津中央 4 70.84 31 30 1 -1 妙高高原RCは11月末で解散致しました。

阿賀野川ライン 4 53.10 9 9 1 0

第4分区(11クラブ) 79.07 352 364 20 12 クラブ

三条 4 87.61 54 55 0 1 人

燕 4 72.54 25 28 1 3 人

加茂 4 72.57 31 31 5 0 人

三条南 4 89.53 44 50 1 6 人

分水 4 96.40 29 29 2 0 ％

見附 4 75.00 18 20 1 2

吉田 3 80.70 33 33 1 0

三条北 4 76.10 71 69 4 -2

巻 4 80.00 11 11 0 0

田上あじさい 4 58.30 6 6 1 0

三条東 4 81.04 30 32 4 2

R　C
例

会

数

出

席

率

会　員　数　

R　C
例

会

数

出

席

率

会　員　数　

クラブ数 56

7月1日　会員数 1,990

当月平均出席率 81.22

3月末 
会員数 2,032

女性会員数 143

純増減会員数 42
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DISTRICT 2560 

〒959-2627 新潟県胎内市野中 490-3 新和ヒルズ 2Ｆ 

℡0254－28－8822 ＦＡＸ0254－28－8826 

E-mail:k.yamazaki@rid2560niigata.jp 
 

国際ロータリー第2560地区 山﨑ガバナー事務所 


